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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 

 本研究課題は、従来の手法では対応が困難なデータに対する解析法の構築を目指した。典型的な

データ解析法においては、データ構造として、比較的単純な構造を有する数値の集まりを想定して

いる。すなわち、多次元ベクトルや行列によってデータを表現することが多い。しかし、高度情報

化社会に流通するデータは、大規模であると同時に、多様な構造を有している。以上の背景により、

大規模非定形的データの解析法として、クラスター分析を中心として研究を進めた。 

 クラスター分析は、データマイニングをはじめとする大規模データ解析法において有力な方法と

して知られている。本研究においては、時系列データを含む関数データに対するクラスター分析に

ついて検討を進めた。クラスター分析の手法を大別すると階層的手法と非階層的手法に大別できる

ことは、よく知られているが、関数データのクラスター分析についても同様に大別することができ

る。我々は、両方の立場から手法を検討した。階層的手法においては、個体間の距離の定義の設定

が基本的である。関数データ間の距離を検討するとともに、効果的なアルゴリズムを議論した。非

階層的手法では、主要点の考え方に基づく手法を考察し、確率構造の導入を検討した。さらに、よ

り複雑な構造を有する関数データの研究を推進した。複雑な構造を有する関数データでは、複数の

距離の定義が考えられるが、それらを比較検討した。さらに、人工データおよび実データを用いて、

従来手法・提案手法による解析結果を比較検討した。  

本研究の実施のまとめとして、ドイツ分類学会の会長であったハンス・ハーマン・ボック教授を

招聘し、2010年 2月 9日に「シンボリックデータとクラスタリング」に関する講演会を開催した。

また、研究代表者および分担者による研究内容の紹介と意見交換・情報交換を実施した。さらに、

北大内の複数部局の研究者、道内他大学の研究者、道外の研究者などが集まることができ、今後の

共同研究を実施するための重要な機会を得ることができた。 

 


